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二
年
目
に
あ
た
り 

『
す
べ
て
は
会
員
の
た
め
に
』 

 

昨
年
、
令
和
４
年
度
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
世

界
が
苦
し
み
、
世
界
情
勢
の
不
安

定
さ
も
加
わ
り
多
岐
に
わ
た
る
社

会
経
済
活
動
が
そ
の
影
響
を
受
け
、

当
然
な
が
ら
上
里
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
活
動
に
も
影

響
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

一
方
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
が
長
引
き
、
こ
れ
も
ま

た
、
世
界
経
済
へ
の
悪
影
響
が

様
々
な
と
こ
ろ
で
出
て
い
ま
す
。

相
次
ぐ
生
活
物
品
の
値
上
げ
で
少

し
で
も
家
計
を
助
け
る
た
め
に
会

員
の
就
労
意
欲
も
高
く
な
っ
て
い

る
状
況
も
一
部
で
は
見
受
け
ら
れ

ま
す
。 

今
年
１
０
月
か
ら
は
消
費
税
の

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
り
、
複

雑
化
す
る
社
会
変
化
に
対
応
で
き

る
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
運
営
の
た

め
に
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
導
入

準
備
を
資
金
面
等
も
含
め
て
行
い

ま
し
た
。 

当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

会
員
平
均
年
齢
が
７
２
歳
を
超
え

る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
、
或
い
は
体
の
不
調
に
よ

る
休
み
な
ど
当
日
の
就
業
先
へ
の

会
員
の
手
配
に
苦
慮
し
て
い
る
場

面
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

会
員
の
更
な
る
高
齢
化
に
備
え
、

新
し
く
フ
レ
イ
ル
予
防
の
サ
ポ
ー

タ
ー
と
測
定
員
の
養
成
に
も
力
を

い
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

今
後
も
会
員
の
拡
大
と
新
規

の
就
業
開
拓
の
向
上
に
よ
り
、
就

業
率
の
向
上
に
努
力
し
て
行
き
た

く
考
え
て
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念
で
あ
り

ま
す
自
主
、
自
立
、
共
働
、
共
助

で
生
き
が
い
を
充
実
さ
せ
、
地
域 

 

社
会
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
事
業

活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

会
員
各
位
か
ら
の
率
直
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
活
か
し

て
当
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
寄
与
し

た
く
考
え
ま
す
の
で
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
７
月
と

な
り
毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま

す
。
外
作
業
が
多
い
職
種
は
気
温

と
の
戦
い
が
続
き
ま
す
の
で
、
健

康
管
理
に
十
分
注
意
し
て
作
業
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

明
る
く
、
楽
し
く
、
健
康
で
勤

め
ら
れ
る
職
場 

づ
く
り
を
共
に 

邁
進
し
て
行
こ 

う
で
は
あ
り
ま 

せ
ん
か
。 

  

■
令
和
５
年
度 

役
員
一
覧 

 

監
事

監
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

常
務
理
事

理
事

理
事

副
理
事
長

理
事
長

役
職

　

木キ

　

村ム
ラ

　

久
美
江

 
ク
　
ミ
　
エ

　

岩イ
ワ

　

田 タ

　

秀 ヒ
デ

　

夫オ

　

清シ
ミ
　
ズ

　

水
　

武 タ
ケ
　
オ

　

雄

　

齊サ
イ
　
キ

　

木
 

清セ
イ
　
イ
チ

　

一

　

須ス

　

貝ガ
イ

　
誠マ

コ
ト

　

茂モ
テ

　

木キ

　

一カ
ズ

　

美 ミ

　

内ウ
チ

　

田ダ

　

久 ヒ
サ

　

代 ヨ

　

解ケ
　
　
ラ

　

良
　

和カ
ズ

　

夫オ

　

西ニ
シ

　

田ダ

　

圭ケ
イ

　

司ジ

　

土ツ
チ

　

谷ヤ

　
弘 ヒ

ロ
シ

　

大オ
オ

　

城キ

　

正マ
サ

　

隆 タ
カ

　

塚ツ
カ

　

越ゴ
シ

　

節セ
ツ

　

子 コ

　

石イ
シ

　

原ハ
ラ

　

周
二
郎

シ
ュ
ウ
ジ
ロ
ウ

　

柴シ
バ

 

﨑サ
キ

　

久 ヒ
サ

　

男オ

氏
　
名
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■
ご
来
賓
祝
辞 

 

去
る
６
月
１
５
日
に
、
上
里
町

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
定
時

総
会
が
上
里
町
男
女
共
同
参
画
推

進
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
第

５
類
移
行
を
受
け
通
常
開
催
に
戻

り
ま
し
た
。
冒
頭
、
理
事
長
の
あ

い
さ
つ
に
次
い
で
、
上
里
町
長 

山
下
博
一
様
、
上
里
町
議
会
議
長 

黛 

浩
之
様
、
上
里
町
役
場
高
齢
者

い
き
い
き
課
長 

山
田 

隆
様
か
ら

ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

  

■
報
告
事
項 

出
席
総
人
数
は
、
委
任
を
含
め
て

１
８
９
名
で
、
定
足
数
を
満
た
し

無
事
開
会
と
な
り
ま
し
た
。
議
長

は
、
柴
﨑
理
事
長
が
勤
め
、
報
告

事
項
１
と
し
て
、
監
事
よ
り
の
監

査
報
告
に
続
き
、
報
告
事
項
２
の

令
和
４
年
度
事
業
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
令
和
４
年
度
は
、
コ
ロ
ナ

渦
に
お
い
て
、
元
総
理
の
銃
殺
事

件
や
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
等
、
暗
い
話
題
が
多
い
年
で

し
た
が
、
２
つ
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
、
サ
ッ
カ
ー
と
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

で
国
内
が
湧
き
ま
し
た
。 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運

営
で
は
、
会
員
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
の
感
染
に
よ
る
急
な
シ
フ

ト
変
更
に
翻
弄
さ
れ
た
年
で
し
た

が
、
幾
つ
か
の
新
し
い
就
業
先
の

開
拓
に
も
成
功
し
、
か
つ
会
員
増

も
で
き
た
た
め
、
契
約
金
額
は
約

１
億
３
千
６
百
万
円
と
令
和
３
年

度
か
ら
は
約
７
％
増
で
し
た
。
契

約
比
率
は
、
公
共
が
３
．
１
％
落

ち
て
２
４
．
４
％
、
そ
の
分
、
民

間
が
伸
び
６
４
．
７
％
、
個
人
は

微
増
で
１
０
．
９
％
で
し
た
。
会

員
数
は
、
前
年
度
よ
り
５
名
増
の

２
５
０
名
で
し
た
。 

草
刈
班
、
植
木
班
、
道
路
班
や

派
遣
会
員
を
中
心
と
し
た
各
種
安

全
衛
生
就
業
講
習
を
実
施
し
た
ほ

か
、
会
員
の
高
齢
化
に
向
け
て
フ

レ
イ
ル
予
防
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
測

定
員
の
養
成
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

続
い
て
、
報
告
事
項
３
で
令
和

５
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
収
支

予
算
書
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
令
和
５
年
度
は
、
上
里
町

と
国
庫
か
ら
の
補
助
金
は
増
額
と

な
る
見
込
み
で
す
が
、
就
業
形
態

の
適
性
見
直
し
に
よ
り
幾
つ
か
の

就
業
先
に
て
請
負
契
約
か
ら
派
遣

契
約
へ
と
切
り
替
え
ま
す
。
こ
の

変
更
に
よ
り
、
上
里
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
経
常
収
益
が
前

年
度
よ
り
落
ち
る
た
め
、
前
年
度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

山田課長 

黛 議長 山下町長 
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実
績
の
約
３
％
減
の
１
億
２
千
２

百
５
６
万
円
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
と
し
て
収
支
相
償

（
必
要
な
費
用
を
大
幅
に
超
え
る

収
入
を
、
長
期
間
、
得
続
け
て
は

い
け
な
い
）
を
守
る
た
め
に
、
経

常
費
用
は
経
常
収
支
と
同
額
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営

業
務
に
特
化
し
た
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
図
り
、
そ
の
使
用
料
が
高
額

で
あ
る
た
め
引
き
続
き
節
約
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

令
和
３
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
、
第
１
次
中
期
計
画
に
沿
っ
て

計
画
目
標
と
方
針
、
重
点
的
施
策

が

練

ら

れ

て

い

ま
す
。 

[

別
表 

１
参
照] 

      

■
第
１
号
議
案 

決
議
案
に
関
し
ま
し
て
は
、
議

案
第
１
号
に
て
令
和
４
年
度
の
決

算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

決
算
に
関
し
ま
し
て
、
貸
借
対
照

表
で
は
自
走
式
刈
払
機
（
バ
ロ
ネ

ス
）
を
購
入
し
ま
し
た
の
で
、
そ

の
他
固
定
資
産
が
増
え
て
い
ま
す
。

正
味
財
産
計
算
書
に
お
い
て
、
経

常
収
益
計
が
１
億
２
千
５
百
９
７

万
４
千
５
百
８
８
円
で
、
前
年
度

比
約
１
．
７
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
収
益
全
体
の
約
９
割
を
占

め
る
受
託
事
業
収
益
が
２
％
弱
伸

び
た
こ
と
に
起
因
し
ま
す
。
一
方
、

経
常
費
用
計
が
１
億
２
千
５
百
９

０
万
６
千
８
百
２
８
円
で
、
前
年

度
比
約
１
．
６
％
増
で
し
た
。
収

益
と
費
用
の
差
額
、
経
常
増
減
額

は
プ
ラ
ス
６
万
７
千
７
百
６
０
円

で
し
た
。
令
和
３
年
度
の
経
常
増

減
額
は
マ
イ
ナ
ス
８
万
３
千
８
百

２
２
円
で
し
た
。
決
算
は
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
［
別
表
２
参
照
］ 

   

 
 
 
 

[

別
表
２] 

                          

■
第
２
号
議
案 

次
に
議
案
第
２
号
の
会
費
規
程

の
改
定
に
つ
い
て
の
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。
現
在
、
会
員
一
人
当
た

り
、
シ
ル
バ
ー
保
険
、
郵
便
代
等

で
約
４
，
３
０
０
円
の
費
用
が
発

生
し
て
お
り
、
セ
ン
タ
ー
の
自
主

的
な
運
営
を
維
持
す
る
た
め
に
、

令
和
６
年
度
よ
り
、
正
会
員
の
会

費
を
現
在
の
１
，
２
０
０
円
か
ら

１
，
８
０
０
円
に
値
上
げ
（
特
別

会
員
、
賛
助
会
員
に
つ
い
て
も
そ

れ
ぞ
れ
値
上
げ
）
す
る
こ
と
と
、

条
文
の
一
部
改
訂
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
他
地
域
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
比
較
し
て
も
妥
当
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
提
案
と
お

り
決
議
さ
れ
ま
し
た
。 
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■
会
員
十
年
表
彰 

５
名
の
会
員
の
皆
様
が 

表
彰
さ
れ
ま
し
た 

定
時
総
会
の
中
で
、
令
和
５
年

３
月
末
時
点
で
勤
続
１
０
年
を
迎

え
た
５
名
の
皆
様
に
対
し
、
柴
﨑

理
事
長
よ
り
感
謝
状
の
贈
呈
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
れ
か
ら
も
、
後
輩
の
育
成
並
び

に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

発
展
に
貢
献
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

ご
協
力
願
い
ま
す
。 

 

皆
様
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

神
保
原
小
学
校
２
年
生
が 

『町
た
ん
け
ん
』で
シ
ル
バ
ー 

人
材
セ
ン
タ
ー
に
来
所 

去
る
６
月
１
９
日(

月
曜
日)

の

１
１
時
～
１
１
時
３
０
分
の
時
間

に
、
神
保
原
小
学
校
２
年
生
２
９

名
の
可
愛
い
生
徒
さ
ん
が
、
神
保

原
町
の
探
検
学
習
の
一
環
と
し
て

上
里
町
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

見
学
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。 

事
前
の
質
問
事
項
と
し
て
、 

①
働
い
て
い
る
人
は
何
人
で
す
か
。

②
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
。

③
何
歳
く
ら
い
の
人
が
働
い
て
い 

 

ま
す
か
。 

④
ど
ん
な
機
械
が
あ
り
ま
す
か
。

⑤
一
番
大
変
な
仕
事
は
何
で
す
か
。

⑥
一
番
嬉
し
い
こ
と
は
何
で
す
か
。 

と
い
う
質
問
に
対
し
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
松
本
次
長
よ
り
、

一
問
一
問
丁
寧
に
説
明
し
、
小
学

生
も
し
っ
か
り
メ
モ
を
取
っ
て
勉

強
し
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
草
刈
り
や
植
木
剪
定

に
使
う
機
械
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。

自
走
式
草
刈
機
と
刈
払
機
、
そ
し

て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
ト
リ
マ
ー
を

見
て
も
ら
い
、
子
供
た
ち
は
興
奮

気
味
に
沢
山
の
質
問
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。 

 

今
回
の
『
町
た
ん
け
ん
』
を
通

し
て
、
小
学
生
の
皆
さ
ん
に
も
高

齢
者
が
仕
事
を
す
る
大
変
さ
を
、

少
し
理
解
し
て
く
れ
た
様
子
で
し

た
。 

 

久
保 

勉 

様 
 

 

天
田 

政
勝 

様 

伊
藤
千
代
光 

様 
 

 

宮
脇 

卓
士 
様 

 

宮
下 

欽
志 

様 
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■
安
全
就
業
の
お
願
い 

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
起

き
る
、
傷
害
・
賠
償
事
故
の
多
く

は
、
植
木
剪
定
・

伐
採
作
業
、
草
刈

作
業
中
に
集
中
し

て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
作
業
は
、
植

木
で
は
転
倒
・
転

落
・
切
傷
と
い
っ

た
傷
害
事
故
、
草

刈
で
は
飛
び
石
等

に
よ
る
賠
償
事
故

と
、
炎
天
下
で
の

作
業
の
た
め
熱
中

症
が
多
く
あ
り
ま

す
。
近
年
で
は
、

そ
の
他
に
も
清
掃

作
業
中
の
転
倒
に

よ
る
怪
我
も
増
え

て
き
て
い
ま
す
。 

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
安
全

就
業
委
員
会
が
中
心
と
な
り
事
故

の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
最
後
は
働
か
れ
て
い
る
各
会

員
さ
ん
の
注
意
に
委
ね
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
会
員
さ
ん
の

安
全
意
識
高
揚
の
た
め
、
注
意
喚

起
の
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
た
り
、
安

全
意
識
高
揚
の
日
を
設
け
た
り
し

て
い
ま
す
。 

 

高
齢
化
す
る
と
ど
う
し
て
も
体

力
の
低
下
と
と
も
に
運
動
能
力
が

落
ち
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
怪
我
を

し
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
高
く
な
り

ま
す
の
で
、
十
分
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

昨
年
度
に
起
き
た
主
な
事
故
は
下

の
一
覧
表
の
と
お
り
で
す
。 

こ
れ
ら
の
他
に
も
、
軽
い
熱
中

症
、
蜂
刺
さ
れ
等
の
何
件
か
報
告

を
受
け
て
い
ま
す
。
一
覧
表
を
見

る
と
、
昨
年
の
事
故
は
全
て
植
木

と
草
刈
の
作
業
中
に
発
生
し
た
も

の
で
す
。
特
に
、
刈
払
機
、
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
、
バ
リ
カ
ン
と
い
っ
た

機
械
道
具
を
使
用
し
た
も
の
が
５

件
中
３
件
あ
り
ま
す
。
機
械
道
具

の
使
用
に
関
し
て
は
、
毎
年
事
故

が
多
い
の
で
、
取
扱
方
法
に
関
し

た
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
刈
払
機
、
チ
ェ
ー
ン
ソ

ー
に
関
し
て
は
、
外
部
の
特
別
教

育
あ
る
い
は
安
全
衛
生
教
育
の
受

講
を
必
須
と
し
て
い
ま
す
。 

 
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
全

国
的
に
多
い
の
が
、
通
勤
途
上
の

事
故
、
自
転
車
で
の
転
倒
な
ど
に

よ
る
も
の
で
す
。
弊
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
も
、
コ
ロ
ナ
渦
で
中
止
し

て
い
た
交
通
安
全
セ
ミ
ナ
ー
を
再

開
し
ま
す
。
ま
た
、
刈
払
機
に
よ

る
飛
石
で
の
事
故
も
多
く
、
賠
償

金
額
も
高
い
の
で
、
受
け
る
保
険

会
社
が
少
な
く
な
る
ほ
ど
で
す
。

石
飛
防
御
ネ
ッ
ト
の
使
用
が
義
務

付
け
ら
れ
、
石
飛
の
し
や
す
い
ナ

イ
ロ
ン
コ
ー
ド
の
使
用
を
禁
止
し

て
い
る
保
険
会
社
も
あ
り
ま
す
。

弊
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
考
え

て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

怪
我
は
、
本
人
が
痛
い
思
い
を

す
る
ば
か
り
で
な
く
、
仲
間
、
家

族
に
も
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。
賠

償
事
故
は
、
相
手
側
に
と
っ
て
は

た
い
へ
ん
な
迷
惑
で
、
修
理
す
れ

ば
済
む
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
が
大
き
な
事

故
と
な
り
ま
す
の
で
、
十
二
分
な

注
意
を
払
っ
て
の
就
業
を
お
願
い

し
ま
す
。 

なみ見逃すな 

作　業 場　所 原　因 事故内容内容 適用保険

草 刈 集合店舗 飛び石 駐車場内の車のガラス破損 賠　償

植 木 病　院 誤切断 光回線を切断 な　し

植 木 民　家 切　傷 チェーンソーで指を切傷 傷　害

草 刈 民　家 熱中症 炎天下にての熱中症 傷　害

植 木 民　家 切　傷 バリカンにより指を切傷 な　し

［令和4年度事故一覧表］

見逃すな 手慣れた作業に 潜む事故 
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■
接
遇
に
つ
い
て 

接
遇
と
は
「
お
客
さ
ま
を
理
解

し
、
適
切
に
迎
え
る
応
対
」
の
こ

と
で
す
。
１
言
葉
づ
か
い 

２
態
度 

 

３
表
情 

４
身
だ
し
な
み 

５
挨
拶
、

の
接
遇
マ

ナ
ー
５
原

則
が
基
本

と
な
り
ま

す
。
挨
拶
が

な
い
と
、
不

快
に
感
じ

る
ご
利
用

者
・
お
客
様

は
多
く
、
セ

ン
タ
ー
に

も
た
ま
に

苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
言

葉
使
い
に

関
し
て
は
、

い
わ
ゆ
る

タ
メ
口
で

あ
っ
た
り
、

命
令
調
で

あ
っ
た
と

し
て
苦
情
が
あ
り
ま
す
。
表
情
は

態
度
に
も
関
係
し
て
い
て
、
威
張

っ
た
り
、
横
柄
で
あ
っ
た
り
、
投

げ
や
り
な
態
度
で
ご
利
用
者
・
お

客
様
に
不
快
な
思
い
を
さ
せ
て
し

ま
い
ま
す
。 

『
売
り
言
葉
に
買
い
言
葉
』
は
、

『
好
戦
的
な
言
葉
に
挑
発
さ
れ
て
、

自
分
も
喧
嘩
腰
で
対
応
し
て
し
ま

う
状
態
を
意
味
し
ま
す
。
』
こ
れ
が

口
喧
嘩
に
発
展
し
、
中
に
は
暴
力

事
件
と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
の
就
業
者
同
士
で
あ
っ

て
も
、
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
シ
ル
バ
ー
就
業
者
と

利
用
者
・
お
客
様
と
の
間
で
は
、

決
し
て
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

古
く
か
ら
、
駐
輪
場
で
働
く
シ
ル

バ
ー
の
管
理
者
と
利
用
者
、
あ
る

い
は
公
民
館
・
体
育
館
等
の
管
理

人
と
そ
の
施
設
の
利
用
者
と
の
間

で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
し
た
が
、

最
近
は
も
っ
と
拡
が
り
ス
ー
パ
ー

で
の
カ
ー
ト
整
理
作
業
者
や
施
設

の
清
掃
作
業
者
、
リ
サ
イ
ク
ル
品

回
収
作
業
者
と
利
用
者
と
の
間
で

も
起
き
て
い
ま
す
。 

管
理
の
仕
事
で
す
と
、
管
理
者

の
立
場
が
上
で
あ
る
と
の
勘
違
い

を
さ
れ
る
方
が
多
く
、
利
用
者
に

対
し
つ
い
横
柄
な
態
度
、
言
い
方

を
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。
最
近
で
は
、
シ
ル
バ

ー
の
高
齢
化
が
進
み
、
認
知
症
の

周
辺
症
状
と
し
て
、
自
己
中
心
的

で
攻
撃
的
に
な
り
暴
言
・
暴
力
に

至
る
ケ
ー
ス
も
出
て
い
ま
す
。 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
地

域
の
高
齢
者
に
働
く
こ
と
を
通
じ

て
生
き
が
い
を
提
供
す
る
、
公
共

性
や
公
益
性
が
極
め
て
高
い
団
体

で
す
。
そ
の
組
織
で
働
く
会
員
の

皆
様
は
、
地
域
の
方
々
に
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
ふ
さ
わ
し
い

態
度
や
言
葉
使
い
で
、
セ
ン
タ
ー

が
地
域
社
会
か
ら
よ
り
信
頼
さ
れ

る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。 

利
用
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム 

利
用
者
、
客
様
と
の
ト
ラ
ブ
ル

発
生
を
集
約
す
る
と
、
以
下
の
３

つ
が
主
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

◇
カ
ー
ト
等
の
利
用
方
法
に
関
す 

る
注
意
し
た➽

注
意
の
仕
方
が 

悪
い➽

ト
ラ
ブ
ル 

◇
利
用
者
が
い
る
の
に
作
業
を
優 

先
し
て
継
続
し
た➽

不
便
・
危 

険➽

ト
ラ
ブ
ル 

◇
横
柄
な
態
度➽

ト
ラ
ブ
ル 

利
用
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
る
た
め
に 

設
備
や
施
設
の
利
用
方
法
に
つ

い
て
は
、
主
管
区
で
記
載
し
た
も

の
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

直
接
利
用
者
に
説
明
す
る
こ
と
は

基
本
的
に
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
人
が
い
て
、

ど
う
し
て
も
守
っ
て
も
ら
う
に
は
、

注
意
す
る
の
で
は
な
く
、
お
願
い

す
る
気
持
ち
で
伝
え
れ
ば
ト
ラ
ブ

ル
は
未
然
に
防
げ
ま
す
。 

作
業
中
に
利
用
者
が
来
た
ら
、

作
業
を
一
時
中
断
す
る
か
、
そ
の

場
を
離
れ
別
の
作
業
場
所
を
変
え

る
等
の
工
夫
を
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
く
ま
で
も
利
用
者
優
先
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

★
自
分
で
は
普
通
に
接
し
て
い
る

つ
も
り
で
も
、
相
手
は
横
柄
だ
と

感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

こ
と
を
忘
れ
ず
に
笑
顔
で
接
し
て

く
だ
さ
い
。 
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■
新
任
の
事
務
局
員
紹
介 

は
じ
め
ま
し
て
。
今
年
４
月
よ

り
経
理
担
当
と
し
て
、
事
務
所
の

臨
時
職
員
で
お
仕
事
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
田
島
と
申
し
ま

す
。 

独
身
時
代
は
主
に
接
客
業
や
自
動

車
メ
ー
カ
ー
で
事
務
の
仕
事
を
し

て
お
り
、
休
日
に
は
趣
味
で
あ
る

ネ
イ
ル
を
学
ん
で
お
り
ま
し
た
。

結
婚
後
、
夫
の
転
勤
を
機
に
出
張

ネ
イ
リ
ス
ト
と
し
て
石
川
県
金
沢

市
、
愛
知
県
名
古
屋
市
で
活
動
し

て
お
り
、
そ
の
後
自
宅
で
ネ
イ
ル

サ
ロ
ン
を
オ
ー
プ
ン
し
、
現
在
も

限
ら
れ
た
人
数
で
は
あ
り
ま
す
が

活
動
し
て
お
り
ま
す
。 

今
回
ご
縁
が
あ
り
、
地
元
の
上
里

で
お
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
少
し
で
も

皆
様
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

熱
い
中
、
一
生
懸
命
お
仕
事
さ

れ
て
い
る
会
員
の
み
な
さ
ん
を
見

る
と
自
分
も
、
も
っ
と
頑
張
ろ
う

と
励
ま
さ
れ
ま
す
。
お
昼
の
休
憩

時
間
に
は
み
な
さ
ん
楽
し
そ
う
に

お
話
し
て
い
て
、
気
さ
く
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
る
方
も
い
て
、
と

て
も
い
い
雰
囲
気
で
楽
し
く
お
仕

事
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

不
慣
れ
な
点
も
多
々
あ
る
と
は
思

い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

■
健
康
診
断
受
診
の
お
願
い 

会
員
の
皆
様
が
健
康
で
安
心

し
て
お
仕
事
を
し

て
い
た
だ
く
た
め

に
、
町
で
実
施
し
て

い
る
健
康
診
断
を

年
１
回
受
診
し
ま

し
ょ
う
。
特
に
シ
ル

バ
ー
派
遣
会
員
の

方
は
、
派
遣
先
企
業

に
健
康
診
断
結
果

を
報
告
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。 
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